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事 業 名 理事会、評議員会、評議員選任・解任委員会の開催 

場 所 小城保健福祉センター「桜楽館」研修室 

参 加 者 理事、監事、評議員、評議員選任・解任委員 

担 当 者 事務局長・次長・係長・総務係 

目 的 事業計画や予算など、本会の重要な方針を決定する。 

実施内容 

◆理事会（４回） 

①５月３０日（金） （理事 ９人、監事 ２人） 

・会長執務状況報告 

・定時評議員会の招集 

・法人指導監査の結果 

・理事・監事候補者の選定 

・評議員選任・解任委員会の招集・選任 

・評議員候補者の推薦  

・定款の一部改正 

・令和６年度事業報告及び一般会計決算報告 

②６月１６日（月） （理事 １０人、監事 ２人） 

・会長・副会長の選定 

③１２月５日（月）（理事 ９人、監事２人） 

・職員採用試験（９月２１日実施）の結果報告 

・給与規程の一部改正 

・令和７年度一般会計第１次補正予算 

④３月２４日（火）（理事 ９人、監事 ２人） 

・会長職務執行状況報告 

・令和 7 年度 指導監査の結果 

・役員等賠償責任保険の契約 

・令和７年度一般会計第２次補正予算 

・令和８年度事業計画および一般会計予算 

 

◆定時評議員会（１回） 

①６月１６日（月） （評議員 １７人） 

・定款の一部改正 

・令和６年度事業報告及び一般会計決算報告 

  

◆評議員選任・解任委員会（1 回） 

①６月１６日（月） （委員 ４人） 

・評議員の選任 

特記事項 

・令和７年度は会長、副会長の任期満了に伴う選定を行った。 

・令和７年４月より小城市からの受託事業の「家事支援サービス」を廃止し、「支え

あいセンター」に事業移行するため定款の一部改正を行った。 
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事 業 名 社協会費 

依 頼 先 小城市内各区長、団体代表、企業・事業者代表 

対 象 市内全世帯、各種団体、企業・事業所 

担 当 者 総務係・各支所担当 

実施内容 

１．目 的 

本会の事業推進に貴重な財源を「社協会員」である地域の皆様に納入してい

ただき、社会福祉事業に参加していただく。 

 

２．内 容 

・市内１８１行政区の区長へ５月に依頼。 

・一世帯あたり４００円の戸別会費のお願いをする。 

・社協会費は、児童福祉・高齢者福祉・ボランティア活動支援・地域福祉サービ

ス等に活用する。 

・賛助会費や団体会費を各種団体、企業・事業者にお願いする。 

 

３．実 績 

【普通会員会費】 一世帯 ４００円 

 世帯数 金 額 

小城町 ４，１３１世帯 １，６５２，４００円 

三日月町 ３，７５８世帯 １，５０３，２００円 

牛津町 ２，６８９世帯 １，０７５，８００円 

芦刈町 １，５６８世帯 ６２７，２００円 

令和７年度 合計 １２，１４６世帯 ４，８５８，６００円 

 

令和６年度 合計 １２，２９４世帯 ４，９１７，６００円 

 

【賛助会費】一口１，０００円（企業・事業者へ依頼） 

令和７年度    １８０，０００円（３１件） 

令和６年度    １８８，０００円（３４件） 

 

【団体会費】一口１，０００円（市内の福祉団体へ依頼） 

令和７年度    ５５，０００円（１３団体） 

令和６年度    ５５，０００円（１３団体） 

特記事項 
・令和７年４月２４日（木）に行われた小城市定例区長会で納入依頼をした。また、

賛助会費や団体会費について、企業や事業所、福祉団体に依頼を行った。 
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事 業 名 一般寄付金・香典返し寄付金の受付 

対 象 市内全域 

担 当 者 総務係・各支所担当 

実施内容 

１．目 的 

本会の福祉事業を推進する上で貴重な財源となっているので、本所・各支所で

受付を行っている。 

 

２．内 容 

香典返し寄付金及び一般寄付金の受付。 

 

３．実 績 

【香典返し寄付金】 

年 度 件 数 金   額 

令和７年度 １６６件 ２，６１８，０００円 

令和６年度 ２１４件 ３，６４１，０００円 

対前年比較 ４８件の減 １，０２３，０００円の減 

 

【一般寄付金】 

年  度 件  数 金   額 

令和７年度 １０件 ２９５，７５４円 

令和６年度 ６件 ２２５，０００円 

対前年比較 ４件の増 ７０，７５４円の増 
 

特記事項 
・香典返し寄附金は、件数・金額ともに大幅に減少した。地域福祉活動を行う上で

貴重な財源なので、これからも協力をお願いしていく。 
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事 業 名 社協広報誌「社協だより（絆）」の発行 

依 頼 先 市内各区長 

配 布 先 市内全戸、広告掲載事業所 

担 当 者 総務係・広報委員 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：社会福祉協議会の充実と地域福祉活動の広報・啓発 

実施内容 

１．目 的 

広報誌で社協の事業や取り組みなどを紹介し、市民の地域福祉活動への理

解を深めてもらう。 

 

２．内 容 

・年６回（奇数月）発行。区長文書発送により、市内全戸へ配布。 

・社協事業、取組み事例、ボランティア情報、イベント情報等を掲載。 

・印刷代の一部は、赤い羽根共同募金配分金で行った。 

 

３．発行日（年６回） 

・５月２０日 ・７月１８日 ・９月１９日 

・１１月２０日 ・１月２０日 ・３月１９日 

 

４．発行部数 

・５・７・９・１１月号    各１６，８００部 

・１・３月号         各１６，９００部 

 

５．広告費収入 

・年６回＝３００，０００円 

（ 市内の福祉施設・医療機関・行政書士の広告を掲載 ） 

特記事項 
・これからも、イベントや活動状況報告を掲載し、福祉情報の提供を行い、社協

活動の啓発を行っていく。 
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事 業 名 日本赤十字社事務の協力 

依 頼 先 小城市内各区長 

対 象 者 市内全世帯 

担 当 者 総務係・各支所担当 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：社会福祉協議会の充実と地域福祉活動の広報・啓発 

実施内容 

１．目 的 

日本赤十字社は、国の内外において災害や紛争などによる被災者や難民を

救援するため、医療救護班の派遣や資金・物資の提供など人道的事業の活動

を行っている。これらの事業を実施するために日赤会費納入の協力を行う。 

 

２．内 容 

・市内１８１行政区の区長へ５月に依頼。 

・一世帯あたり ６００円の日赤会費のお願いをする。 

 

３．日赤会費実績 

年 度 世帯数 金 額 

令和７年度 １２，１６１世帯 ７，２９７，５００円 

令和６年度 １２，１８３世帯 ７，３０９，８７０円 

比 較 ２２世帯の減 １２，３７０円の減 

 

４．災害・火災見舞金品の贈呈 （火災 ５件 ５棟全焼） 

救急セット     ６個 

毛   布    １５枚 

バスタオル   １５枚 

日赤県支部より火災見舞  全焼 ５０，０００円  

特記事項 ・国内外の災害義援金、救援金受付窓口を各支所に設置中。 
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事 業 名 赤い羽根共同募金・地域歳末たすけあい募金 

依 頼 先 戸別募金 小城市内各区長 市内の企業・事業所、学校等の職域 

対 象 者 市内全世帯 企業・事業所、学校の従事者 

担 当 者 総務係・各支所担当 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：社会福祉協議会の充実と地域福祉活動の広報・啓発 

実施内容 

１．実施内容 

戸 別 募 金 市内１８１行政区の区長へ１０月に依頼。 

一世帯あたり、赤い羽根共同募金 ３５０円 

地域歳末たすけあい募金 １００円をお願いする。 

法 人 募 金 口座振込での納入を依頼する。 

学校・職域募金 資材購入等による募金を依頼する。 

２．募金実績 

【赤い羽根共同募金】 

 令和７年度 令和６年度 

戸別募金 ４，１７７，９５０円 ４，３２０，７５０円 

法人募金 ６２６，０００円 ６６９，１１０円 

資材・職域募金 ４６８，１１９円 ５０２，９２８円 

学校募金 １４４，３８０円 １７３，７５６円 

個人募金・その他 ２８，４９０円 １８７，０５６円 

合  計 ５，４４４，９３９円 ５，８５３，６００円 

※前年度より４０８，６６１円の減 

【地域歳末たすけあい募金】 

 令和７年度 令和６年度 

戸別募金 １，２０３，０００円 １，２３４，０００円 

個人・団体・その他 １１０，６３７円 ８２，６７４円 

合  計 １，３１３，６３７円 １，３１６，６７４円 

※前年度より３，０３７円の減 

【地域歳末たすけあい募金 配分報告】 

市内全幼稚園・保育園へ図書カード贈呈 ３９５，０００円 

地域ふれあいサロン助成金（３１か所） ３１０，０００円 

高齢者等の見守り活動謝礼品 ５６，７１０円 

子育てサロン（おもちゃ、ベビーカーなど） ９５，８４０円 

新生児誕生祝絵本の贈呈 ３８８，５２０円 

生活支援のための食料品備蓄 ６７，６１１円 

合  計 １，３１３，６８１円 
 

特記事項 

・赤い羽根共同募金は、区長会や民生委員・児童委員、ボランティア連絡協議会、

各種団体などのご協力をいただいています。これからも、共同募金運動の必要

性について、ご理解をいただけるよう周知を行っていく。 



 

 

 

 

 

地域福祉活動事業 
（Ｐ７～Ｐ２６） 
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事 業 名 民生委員児童委員連絡協議会への支援 

担 当 者 市民協連絡協議会：担当者 各単位民協担当者 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：民生委員・児童委員の活動支援 

実施内容 

１．目 的 

民生委員・児童委員９４人（民生委員・児童委員８６人、主任児童委員８人）

相互の親睦を図り、民生委員信条に則り、地域福祉の健全な発展・向上に寄与

する。 

 

２．内 容 

①民生委員・児童委員の資質向上を図るための研修会等の実施。 

②地域福祉に関係ある行政機関及び諸団体との連絡、提携及び協力。 

③民生委員・児童委員相互の親睦、連携を図るための事業。 

④その他、目的達成のために必要な事業。 

 

３．活動内容 

（１）総会の開催 

日時 ４月１８日（金） 

場所 ゆめぷらっと小城「天山ホール」 

 

（２）市民協役員会 

第１回   ６月４日（水） 小城保健福祉センター「桜楽館」  

第２回   ８月６日（水）           〃          

第３回  １０月１日（水）           〃           

第４回  １２月３日（水）           〃           

第５回   ２月４日（水） 小城町 寿屋別館 

 

（３）研修会等 

①全体研修会（総会終了後） 

日時 ４月１８日（金） 

場所 ゆめぷらっと小城「天山ホール」 

演題 「高齢者の交通事故の状況について」 

    「ニセ電話詐欺をふせぐために」 

講師 小城警察署より 

 

②第９４回全国民生委員児童委員大会 

日時 ９月３日（水）～６日（土） 

場所 北海きたえーる（北海道札幌市 
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実施内容 

③新任民生委員児童委員事前説明会 

日時 １１月１５日（土）       場所 小城市役所 

 

④令和７年度民生委員児童委員セミナー 

日時 令和８年１月３０日（金） 

場所 アバンセホール 

 

⑤新任民生委員児童委員研修会 

日時 ２月１０日（火） 

場所 北方文化ホール 

 

⑥主任児童委員研修会 

日時 ３月２４日（火） 

場所 アバンセホール 

 

（４）一斉改選に伴う民生委員児童委員及び主任児童委員委嘱状伝達式 

並びに退任者感謝状贈呈式 

日時 令和７年１２月１日（月） 

場所 ゆめぷらっと小城「天山ホール」 

 

４．各町単位民生委員児童委員協議会の運営 

役員会、定例会、研修などの実施 

特記事項 

・日々の民生委員・児童委員活動のため、総会終了後の研修会や心豊かな子ど

もを育てる運動研修会等各種研修会へ参加し、地域住民に寄り添う支援に必要

な知識を学んだ。 

・今後も各町の単位民児協事務局を通じて、より民生委員・児童委員、主任児童

委員の活動を支援し、連携を取りながら地域福祉の推進に努めていく。 
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事 業 名 児童遊園地施設整備（新設・補修・撤去）助成 

場 所 小城市内全域 

担 当 者 地域福祉推進係 

実施内容 

１．目 的 

小城市内の区が管理する児童遊園地遊具の新設、補修及び撤去事業に対

し、その経費の一部を助成することで児童の健全育成に寄与することを目的と

する。 

 

２．助成基準 

①新設する場合は、総事業費の３分の２で３０万円以内とする。 

②補修する場合は、総事業費の２分の１で８万円以内とする。 

③撤去する場合は、総事業費の２分の１で５万円以内とする。 

 

３．実績（新設 ２件、補修 ２件、撤去 ０件） 

 区分 助成地区 助成額 

新設 芦刈町：三条、芦刈町：道免 ６００，０００ 円 

補修 三日月町：江利、三日月町：初田 １１４，０００ 円 

撤去   円 

助成額計 ７１４，０００ 円 

 

特記事項 

・遊具の状況確認を行い、緊急性や危険性などを勘案し助成をしている。毎年度、一

定の相談があり今後も必要な事業と考えられるため、共同募金等の財源確保に努

める必要がある。  
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事 業 名 新生児祝い品贈呈事業 

配布場所 小城市役所 西館 市民課窓口 

担 当 者 地域福祉推進係 

実施内容 

１．目 的 

新生児の健全な育成と親子の絆づくりを目的とする。 

 

２．内 容 

出生届の提出にあわせ、保護者の方へ読み聞かせ用絵本を贈呈する。 

 

３．対象者 

新生児の保護者 

 

４．主 催 

小城市社会福祉協議会 

 

５．市の窓口設置数 

３８０冊（令和６年度 ３００冊） 

特記事項 

・乳幼児期からの読書習慣が親子のふれあいの時間となり、親子の絆を深める大

切な時間へと繋がる。令和７度では、第２子、第３子の誕生時にも対応できるよう

に、５種類の絵本の総入れ替えを行い、これまでのシリーズ絵本の続きとなる絵

本や、歌あそびや親子の触れ合いを促すような絵本の選書を行った。 
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事 業 名 地域ふれあいサロン事業（各地区公民館で自主運営） 

開催場所 小城市内各地区 公民館 

対 象 者 各地区（自治会高齢者）、老人会等 

担 当 者 ふれあいサロン係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本施策：交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 

各地区で、高齢者の通いの場（ふれあいサロン）をつくることで、住民同士の

つながりと助け合い活動の普及をする。 

２．内 容 

各地区公民館へ出向き、介護予防・認知症予防や福祉・健康についての情

報提供、レクリエーション活動、いきいき百歳体操の紹介などを行っている。 

参加者から気がかり情報を聴き、関係機関と連携して支援を推進する。 

３．実施状況 
 

【令和７年度】地区公民館開催 

実施地区 実施回数 参加者数 小城町 三日月町 牛津町 芦刈町 

４８地区 ５３８回 ３,９５９人 

２０地区 １５地区 ８地区 ５地区 

２２１回 １６４回 ９４回 ５９回 

１,５７２人 １,１１９人 ８２７人 ４４１人 

【令和６年度】地区公民館開催 

実施地区 実施回数 参加者数 小城町 三日月町 牛津町 芦刈町 

４７地区 ４４７回 ３,１２１人 

１９地区 １４地区 ８地区 ６地区 

１７２回 １３８回 ７６回 ６１回 

１,１８６人 ８８５人 ６６１人 ３８９人 

 

特記事項 

・出前サロンから自主サロンへ移行されたり、自主サロンを立ち上げられたりす

る地区があり、昨年よりも開催回数及び参加者数が増加したが、参加者が少な

く中止となる地区もあった。 

 

・自主サロンの良さを伝え、移行支援に取り組んでいく。 
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事 業 名 弁護士無料法律相談の開設 

開催場所 社会福祉協議会 各支所（月１回 各町まわし） 

担 当 者 地域福祉推進係・各支所担当 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁

護の推進 

実施内容 

１．目 的 

家庭・金銭・相続・登記などの法律に関する困りごとや心配ごとに対し、弁護

士が指導および助言を行い、その問題の解決又は解決の糸口となることを目

的として開設する。 

 

２．内 容 

１回につき６人まで（１人３０分以内）を限度に、法律に関する困りごとに対し

て、小城市内に事務所を置く弁護士による法律相談支援を行う。 

 

３．対象者   小城市内在住者 

 

４．利用料   無料 

 

５．主 催   小城市社会福祉協議会 

 

６．協 力   法律事務所かくすけ、吉丸法律事務所 

 

７．予算額   ３６０，０００円 （５，０００円×６人×１２回） 

 

８．相談実績 

 開催回数 相談者数 

小城町 ３回 １８人 

三日月町 ３回 １８人 

牛津町 ３回 １６人 

芦刈町 ３回 １８人 

令和７年度 １２回 ７０人 
 

令和６年度 １２回 ６５人 

 

 

 

 

 

 

特記事項 

・前年度と同じく、継続相談時の利用者の利便性などを考慮し、小城市内で法律

相談をされている弁護士の方に協力いただき事業を実施した。予約が埋まること

が多く、一部キャンセル待ちとなる参加希望者が見られた。 
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事 業 名 第１２回小城市福祉大会 

日 時 令和８年１月３１日（土） ９時３０分から１２時００分まで 

場 所 小城保健福祉センター「桜楽館」多目的ホール 

参加人員 １２７人 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標  みんなで支える地域づくり 

基本施策  福祉の啓発と福祉教育の推進 

実施内容 

１．目 的 
少子高齢化の急速な進展に加え、核家族化による家庭環境の変化や地域

力の低下が課題となっているなかで、市民の皆さんとさまざまな関係団体が力
を合わせ、社会全体で支えあえる仕組みづくりが求められています。 

そこで、より身近な地域で市民同士が支え合う力を引き出し、誰もが住み慣
れたまちで安心して暮らし続けられるような“福祉のまちづくり”の実現を目指
し開催する。 

２．表 彰 

（１）九州社会福祉協議会連合会会長表彰伝達 計２人 

①民生委員児童委員（永続勤務） ２人 

（２）個人表彰 計１１人 

①社会福祉協議会役員及び評議員（８年以上） ２人 

②民生委員児童委員（８年以上） ２人 

③福祉団体役員およびボランティア（８年以上） ５人 

④子育てサポーター（８年以上） １人 

⑤地域福祉活動功労者 １人 

（３）団体表彰 計８団体 

①地域福祉活動優良団体（１０年以上） ７団体 

②ボランティア団体（１０年以上） １団体 
３．講 演 

講師  社会福祉法人 佐賀県社会福祉協議会 
まちづくり課長 兼 災害福祉支援センター長 小松 美佳 氏 

演題  「災害に備えて私たちにできることを考える」 
４．表彰審査会委員（4名） 

 

特記事項 

・多年にわたり社会福祉の発展に尽力いただいた方々への表彰および災害への
危機管理意識を高め、防災力の向上に結びつけることを目的に講演を行った。 
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事 業 名 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁

護の推進 

実施内容 

１．目 的 

認知症高齢者、知的障がい者、精神障がい者等で判断能力が低下されてい

る方を対象に、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理の援助などをす

ることを目的として実施する。 

２．事業の取り組み 

①佐賀県社会福祉協議会からの受託事業 

②利用者の意思に基づいた支援計画書により、生活支援員が金銭の支払い

や簡単な福祉サービスの利用手続きなどを支援する。 

３．利用料 

○１時間以内 １，２００ 円 

○以降３０分毎に ６００ 円を加算 

○生活支援員の交通費 ３７ 円／㎞ 

○貸金庫（佐賀銀行小城支店） ３５０ 円／月 

※生活保護世帯は利用料を免除   

４．現在の状況（令和８年３月３１日現在） 

契 約 件 数 

認知症高齢者 ５ 件 （生活保護受給者 ２ 件） 

知的障がい者 ７ 件 （生活保護受給者 ３ 件） 

精神障がい者 ６ 件 （生活保護受給者 ４ 件） 

その他 ０ 件 （生活保護受給者 ０ 件） 

令和７年度 新規契約 ６ 件 （生活保護受給者 １ 件） 

令和７年度 解 約 １ 件  

年度末の生活支援員 ２ 人  

５．相談件数 延べ７９８件（令和６年度 ５１５件） 

（認知症高齢者２５４件 知的障がい者２８５件 精神障がい者２２７件 その他３２件） 

特記事項 

・判断能力に不安がある方にとっては、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭

管理など必要な事業である。年々相談件数は、増加傾向にある。また、身寄りの

ない方の相談も多く、身寄りのない方の事業の検討や生活支援員等の担い手が

不足している状況にある。この事業だけでは、解決できないこともあり、関係機関

と連携し支援を進めていく必要がある。 

・令和８年度より利用料が改訂され、引き上げとなる。 
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事 業 名 ボランティアセンター事業 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本施策：ボランティア活動の推進 

実施内容 

１．目 的 

小城市内におけるボランティア活動を推進するため、あらゆる機会を通じて

ボランティア活動に対する住民の関心を高め、住民のニーズを積極的に開拓す

る。また、活動にあたって必要な援助を行うことにより、いつでも、どこでも、誰で

も、ボランティア活動に参加できる体制の整備に努め、もって地域における福祉

コミュニティの形成を図る。 

 

２．内 容 

〈ボランティア情報〉 

社協だより「絆」（年６回発行）に現在のボランティアグループの情報や新登録

グループの情報、イベント情報などを掲載し、普及啓発を図る。 

 

〈ボランティアの拠点づくり〉 

各町にボランティアルームを設置し、ボランティア活動の推進を図る。 

 

〈相談・登録・斡旋〉 

内容：ボランティア活動上の調整、施設への派遣依頼、学校への派遣依頼・

調整、個人対応のボランティア派遣依頼・調整などボランティア活動の

内容、見学等。 

斡旋：延べ６０件 

（学校３８件、児童クラブ１７件、施設３件、地域２件） 

 

〈２４時間テレビチャリティー募金活動支援〉 

街頭募金や募金箱設置による活動の推進。 

 

小城中学校 

（活 動 日） ８月３０日（土） 

（活動場所） スーパーモリナガ小城店 
    

三日月中学校 

（活 動 日） ８月３０日（土） 

（活動場所） ザ・ビッグ三日月店 
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実施内容 

牛津中学校 

（活 動 日） ８月３０日（土） 

（活動場所） スーパーモリナガ牛津店 

 

芦刈中学校 

（活 動 日） ８月３０日（土） 

（活動場所） セブンイレブン小城芦刈インター店 
 

〈講座開催〉 

○福祉教育支援ボランティア講座 

 「下肢障がいと車いすについて学ぼう」 

日 時 令和８年３月１７日（火） 

場 所 牛津公民館別館 研修室 

参加者 １４名 

内 容 障がい当事者の生活についての講話、体験等 
 

〈小城市ボランティア連絡協議会 事務局業務〉 

小城市ボランティア連絡協議会事務局として、各団体の活動推進に寄与する。 

登録グループ数 ４４グループ ５３０人（個人ボランティア含む） 

・小城支部 誕生日訪問。 

・三日月支部 地区の高齢者への敬老祝い、放課後児童クラブ交流会。 

（高齢者へは会員手作りの折紙で作成した兜、児童へはクッキーを配付） 

・ボランティアフェスタ 

日時 １１月２１日（金） １３時３０分から１５時 

場所 牛津公民館 ホール 

「健康にボランティアを続けるために」をテーマに、百歳体操の体験会

や絵手紙、折り紙、eスポーツの体験を行った。 

〈ボランティア保険取扱業務〉 

ボランティア活動保険、ボランティア行事用保険、福祉サービス総合補償

を取扱い、ボランティア活動時の事故等に備える。 

加入者数  活動保険（延べ ４２４人）、行事用保険（２６件 延べ ９６８人） 

特記事項 

・令和７年度はボランティアの派遣依頼は昨年と同程度であった。 

・養成講座等は社協で行っている福祉教育の支援を行っている方向けに開催し、

実際の障がい当事者の思いに触れることができた。 

・ボランティア連絡協議会総会は、百歳体操や所属グループの活動を体験し、交

流することで元気にボランティアを続けていけるように取り組んだ。 

・登録ボランティア数は減っていないものの、施設等での活動は依然できていな

い。ボランティアセンターとしても出来るだけ活動していけるように、ボランティア

活動の効果などを伝えていきたい。 
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事 業 名 学校ボランティア育成事業 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本施策：福祉啓発と福祉啓発の推進 

実施内容 

１．目 的 

少子高齢化の急速な進展や核家族化に伴う家庭環境の変化、地域力の低

下が進む中、市民が安心・安全かつ豊かに生活できる地域づくりには、顔なじ

みの関係を育み、互いに支え合う仕組みの構築が重要である。 

そのため、次代を担う児童・生徒を対象に、福祉教育の充実とボランティア活

動（市民活動）の機会を提供し、地域の人々との交流を深めることで、たくましく

豊かな心を育むことを目的とする。 

 

２．内 容 

市内の小・中学校及び高等学校１４校をボランティア活動協力校に指定し、

各学校独自に計画したプログラムを実施するための費用を助成する。 

また、社会福祉協議会として各学校のプログラムに協力し、高齢者・障がい

者の理解につながる支援・指導を行う。 

 

３．参加対象者 

市内小・中学校及び高等学校のボランティア担当教諭および児童・生徒 

 

４．主 催 小城市社会福祉協議会 

 

５．予 算 ５６０，０００円（活動助成金） 

特記事項 

・学校ボランティア連絡会は学校側に聞き取りを行ったところ、説明がなくても手続

きを進められる学校が多かったため、書類の送付をもって申請受付とした。 

 

・校外活動として、近隣の保育園や支館などへの訪問・交流活動など多く取り組ま

れるようになった。 
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小城市学校ボランティア育成事業協力校 助成金交付一覧 

学校名 助成額 主な活動 

桜 岡 小 学 校 ４０，０００円 
花の植え替え、募金活動、小城ルーテルこども園・

ゆめぷらっとへのプランタープレゼント 

岩 松 小 学 校 ４０，０００円 
募金活動、環境美化活動、校内清掃 

ふれあい交流（いわまつ保育園） 

晴 田 小 学 校 ４０，０００円 
花いっぱい運動、募金活動、 

晴田支館へのプランタープレゼント 

三 里 小 学 校 ４０，０００円 
花いっぱい運動、環境美化活動、ペットﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ 

回収活動、三里支館・保育園へのﾌﾟﾗﾝﾀｰﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 

三 日 月 小 学 校 ４０，０００円 環境美化活動、募金活動、花いっぱい運動 

牛 津 小 学 校 ４０，０００円 
環境美化活動、募金活動、アルミ缶回収 

ペットボトルキャップ回収 花いっぱい運動 

砥 川 小 学 校 ４０，０００円 
環境美化活動、募金活動、ウォールアート 

石工の里保存を訴えるカレンダー作りと募金活動 

芦 刈 観 瀾 校 小 学 部 ４０，０００円 
募金活動、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ回収活動 

こども園、ひまわりとの交流 

小 城 中 学 校 ４０，０００円 
花いっぱい運動 

２４時間テレビチャリティー募金 

三 日 月 中 学 校 ４０，０００円 

ボランティア清掃活動、花いっぱい運動、募金活動 

２４時間テレビチャリティー募金活動 

地域のイベントでの清掃活動 

牛 津 中 学 校 ４０，０００円 
ペットボトル回収、赤い羽根共同募金、花いっぱい 

運動、特別養護老人ホームへ花の贈呈 

芦 刈 観 瀾 校 中 学 部 ４０，０００円 

ダルニー奨学金、ワールドギフト、回収活動 

国際子ども友好協会の支援物資回収 

24時間テレビチャリティー募金 

小 城 高 等 学 校 ４０，０００円 
募金活動、地域の河川清掃（春・秋）、小城駅清掃 

町内イベント伝い、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙｷｬｯﾌﾟ回収活動 

牛 津 高 等 学 校 ４０，０００円 
スクールプロジェクト活動、施設訪問 

募金活動、季節だより作成 

計 ５６０，０００円  
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事 業 名 福祉教育推進事業 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本施策：福祉の啓発と福祉教育の推進 

実施内容 

１．目 的 

少子高齢化や核家族化により地域のつながりが希薄化する中、市民が安心

して暮らせる地域づくりを推進するため、顔なじみの関係づくりと相互の支え合

いの仕組みを構築することを目的とする。 

あわせて、高齢者・障がい者・支援者とともに学齢期から福祉への理解を深

める取組を進め、誰も排除しない地域共生社会の実現を図る。 

 

２．内 容 

小城市人権擁護委員や障がい当事者、障がい者支援を行うボランティアグ

ループ等と連携し、「導入・体験・振り返り」の流れで構成した学習プログラムを

作成した。 

当該プログラムを市内の小・中学校へ配付するとともに、希望する学校へ出

向き、福祉に関する学びの授業を実施した。 

また、各単元の講師は、社会福祉協議会職員やボランティアで担った。 

 

３．参加対象者 市内小・中学校 児童・生徒 

 

４．主 催 小城市社会福祉協議会 

特記事項 

・小城市では障がい者への間違った理解（障がい者は何もできない、かわいそうと

いった理解）につながらないよう、福祉概念の理解や当事者本人による講話や体

験を通して学ぶことができるプログラムを作成し、福祉教育を進めている。 
 

・令和７年度も昨年度に引き続き、各講座の講師が独自に考え、受け持つ内容が

より充実するように実施していただいた。 
 

・新たに三里小学校、牛津中学校からも依頼をいただき、より多くの福祉の学びを

提供できた。 
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福祉教育推進事業 プログラム 

項目 目的・内容 講師 

【導入】 

地 域に 住む 人

の暮らしを知る 

【講話・グループワーク】 

地域には様々な人（子どもや高齢者、障がい者）が

一緒に暮らしていること、人とは感じ方、考え方が違

うことを知り、他者を思いやれるようになること。 

社協 

人権擁護委員 

【理解】 

日常生活の困

りごとを知る。 

【講話・交流・体験】 

ろうあ者・ボランティアが学校へ訪問し、耳が聞こえ

ない中での生活や困りごと、健常者と変わらず出来

ることなどを聞き、交流することで、障がい者に対す

る理解を深める。 

社協 

障がい当事者 

ボランティアグループ 

【体験】 

日 常 生 活で の

障がい者体験

を行う。 

【講話・体験活動】 

①視覚障がい者の生活体験（講話・アイマスク体験） 

②身体障がい者の生活体験（講話・車いす体験） 

③障がい者スポーツ体験（講話・ボッチャ体験） 

④地域の高齢者との交流（高齢者宅訪問） 

社協 

障がい当事者 

ボランティアグループ 

佐賀県ﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ協会 

民生委員・児童委員 

【振り返り】 

振り返り発表会 

【振り返り】 

これまでの講話、体験で感じたこと、これから行える

ことなどをまとめ発表することで、子ども自身の学び

をさらに深める。 

これまでの講師 
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福祉教育推進事業 プログラム 実施校 

学校名 期 日 内 容 講 師 

桜岡小学校 

５月２７日 福祉・人権についての講話 
社協 

人権擁護委員 

６月３日 

１１日 

視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 

６月２５日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

７月１日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話教室 

社協 

小城市手話サークル 

７月８日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

佐賀県パラスポーツ協会 

岩松小学校 

６月１２日 福祉・人権についての講話 
社協 

人権擁護委員 

６月１７日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話学習 

社協 

小城市手話サークル 

６月２７日 
視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 

７月４日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

７月１１日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

佐賀県パラスポーツ協会 

７月１６日 地域の高齢者との交流 
社協 

小城町民生委員・児童委員 

晴田小学校 

５月３０日 福祉・人権についての講話 
社協 

人権擁護委員 

６月３日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話教室 

社協 

小城市手話サークル 

６月１３日 
視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 

６月１８日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

７月１１日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

佐賀県パラスポーツ協会 

三里小学校 

１０月２日 福祉・人権についての講話 
社協 

人権擁護委員 

１０月７日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話教室 

社協 

小城市手話サークル 

１１月１７日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

１２月４日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

佐賀県パラスポーツ協会 

１２月１２日 
視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 
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学校名 期 日 内 容 講 師 

三日月小学校 

９月２６日 福祉・人権について講話 
社協 

人権擁護委員 

１０月２１日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話学習 

社協 

小城市手話サークル 

１０月２７日 

２９日 

視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 

１１月１９日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

１２月９日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

佐賀県パラスポーツ協会 

牛津小学校 

９月２５日 福祉・人権についての講話 
社協 

人権擁護委員 

９月３０日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話学習 

社協 

小城市手話サークル 

１１月４日 

１１日 

視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 

１１月１８日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

１１月２７日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

ガイドヘルプボランティア 

砥川小学校 

６月６日 福祉・人権についての講話 
社協 

人権擁護委員 

６月１０日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話教室 

社協 

小城市手話サークル 

６月１６日 
視覚障がい者の生活体験 

（アイマスク） 

社協 

ガイドヘルプボランティア 

６月２４日 身体障がい者の生活体験（車いす） 
社協 

地域のボランティア 

１０月７日 パラスポーツ体験（ボッチャ） 
社協 

佐賀県パラスポーツ協会 

牛津中学校 

１月１４日 福祉・人権について講話 
社協 

人権擁護委員 

１月１６日 
ろうあ者の生活についての講話 

手話教室 

社協 

小城市手話サークル 

１月２３日 
パラスポーツ体験 

（ゴールボール・車いすバスケ） 

社協 

佐賀県パラスポーツ協会 
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事 業 名 支えあいセンター事業 

期 日 通年 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：安心して暮らせる地域づくり 

基本施策：地域のおける見守り・支え合い体制と外出支援の推進 

実施内容 

１．目 的 

一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯等を対象に、買い物代行やゴミ出しな

ど、日常生活のちょっとした困りごとや介護保険では対応が難しいニーズに対

し、地域のボランティアによる支援につなぐことで、住み慣れた地域で安心して

暮らし続けられる環境づくりを推進する。 

利用者とボランティアをつなぐ仕組みを構築し、住民同士の助け合いを促進

することを目的とする。 

 

２．内 容 

〈利用者登録〉 

・小城市内にお住まいの一人暮らし高齢者や高齢者のみ世帯の方を対象

に、センター利用について説明し、登録を受け付ける。 

・付き添い支援利用者には保険内容や利用のルールを記載した承諾書をい

ただいている。 

〈協力ボランティア登録〉 

・支えあい活動に興味のある方の申し込みを受け付け、ボランティア登録を

推進する。 

〈調整〉 

・利用者からの申し出を受け、希望日に沿うようボランティアへ連絡し調整を

図る。 

〈活動および報告〉 

・ボランティア活動終了後は、ボランティアより電話連絡をいただくことで活動

を把握している。 

・支えあい活動は１０分以内１００円で行う。 

特記事項 

・令和７年度は付き添い支援で１件の車両物損事故が起きた。利用者を迎えに行

く途中で昼食を購入するために立ち寄られたコンビニで起こったもので、付き添

い支援専用保険を使い、車両の修繕を行った。 

・支援内容別では付き添い支援が最も多く利用されている。 

・利用者登録でも付き添い支援を希望される方が多く、ニーズの高さを感じてい

る。ボランティアの確保を引き続き行っていきたい。 
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〇活動状況

    月

買い物 13 10 10 10 10 12 15 11 12 15 12 11 141 103

ゴミ出し 20 15 27 29 29 30 28 24 28 25 25 26 306 256

付き添い 9 9 9 4 7 11 7 8 6 6 9 8 93 144

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

買い物 0 0 0 5 4 5 6 6 7 5 5 7 50 39

ゴミ出し 14 15 12 14 13 12 15 12 12 12 12 13 156 161

付き添い 17 19 21 20 14 15 5 13 8 11 10 13 166 197

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

買い物 5 7 5 8 8 7 8 4 6 5 4 8 75 9

ゴミ出し 17 19 21 16 26 27 33 26 26 29 25 35 300 222

付き添い 48 42 53 54 41 34 30 42 30 36 38 34 482 388

その他 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

買い物 5 4 4 5 4 4 5 4 2 1 4 6 48 29

ゴミ出し 2 3 2 2 2 2 3 2 0 0 2 2 22 10

付き添い 7 14 12 9 10 6 12 7 10 8 10 8 113 89

その他 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 1 0 5 0

買い物 23 21 19 28 26 28 34 25 27 26 25 32 314 180

ゴミ出し 53 52 62 61 70 71 79 64 66 66 64 76 784 649

付き添い 81 84 95 87 72 66 54 70 54 61 67 63 854 818

その他 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 1 0 6 2

1,958 1,649

〇登録状況

町名

25

利用者

利用者

協力ボランティア

利用者

協力ボランティア

利用者

協力ボランティア

協力ボランティア

 町名

37

81

176

10

20

25

59

17

16

9

202

75

種　　　別

13

78

合
計

芦
刈
町

牛
津
町

三

日

月

町

小
城
町

合
計

10月9月8月7月6月5月

芦
刈
町

牛
津
町

三
日
月
町

小
城
町

合計2月1月12月

（単位：件）

3月

利用者

協力ボランティア

令和
６年度

（単位：人）

66

28

42

令和７年度 令和６年度

60

29

11月

令和7年度合計

4月
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事 業 名 愛の一声運動推進事業 

訪問 

連絡員数 
１０９人 

担 当 者 各支所担当 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：安心して暮らせる地域づくり 

基本施策：地域における見守り・支え合い体制と外出支援の推進 

実施内容 

１.目 的 

ひとり暮らし高齢者の生活状況を常時把握し、孤立感を慰め、日常生活の安

全を確保する。 

 

２.内 容 

訪問連絡員を設置し、担当世帯を定期的に訪問し対象者の話し相手や相談

相手になり、生活及び健康状態を観察し、必要に応じて民生委員・児童委員な

どに連絡する。 

令和６年度より小城市からの受託事業ではなく社協の自主事業となる。 

 

３.対象者  概ね６５歳以上のひとり暮らし又は高齢者のみ世帯。 

 

４.協 力  訪問連絡員、民生児童・児童委員。 

 

 訪問対象者 訪問連絡員 

小城町 ４２人 （ ４７人） ３５人 （ ４６人） 

三日月町 ４５人 （ ４４人） ４０人 （ ３９人） 

牛津町 ２４人 （ ２４人） １９人 （ ２０人） 

芦刈町 １６人 （ １７人） １５人 （ １６人） 

計 １２７人 （１３２人） １０９人 （１２１人） 

 

 

 

 

 

 

 

※訪問連絡員に、謝礼品（クオカード）配布。 

特記事項 

・令和７年度末で事業廃止。今後は、社協事業としての「愛の一声運動推進事」は

終了いたしますが、当法人は引き続き、各民生委員さんと協力し、地域のひとり

暮らし高齢者への支援の重要性を踏まえ、見守り活動等を通じて、安心して暮ら

せる地域づくりに努めていきます。 

※（ ）は令和６年度 



 

 

 

 

 

福祉資金貸付事業 
（Ｐ２７～Ｐ２８） 
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事 業 名 生活福祉資金貸付事業 

受付場所 小城市社会福祉協議会本所 

対 象 者 低所得世帯や障がい者世帯等 

担 当 者 生活自立支援センター相談員 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁

護の推進 

実施内容 

１．目 的 
低所得者、障がい者又は高齢者世帯に対し、資金の貸付と必要な相談支援

を行うことにより、その経済的自立及び生活意欲の助長促進を図り、安定した
生活を送れるようにすることを目的とする。 

２．内 容 
佐賀県社会福祉協議会が実施する貸付事業の相談受付及び申請。 

３．実 績 

相談件数     

 令和７年度 令和６年度 

総合支援資金 ３ 件 ５ 件 

福祉費 １４ 件 ７ 件 

教育支援資金 ３ 件 ５ 件 

療養・介護 ０ 件 ０ 件 

緊急小口 ３４ 件 ２１ 件 

臨時特例つなぎ資金 ０ 件 ０ 件 

不動産担保型生活資金 ０ 件 ０ 件 

コロナ特例貸付 

（償還・免除・猶予相談等） 

※フォローアップ支援含む 

１４１ 件 ９５ 件 

その他 ２ 件 ０ 件 

合計 １９７ 件 １３３ 件 

申請・貸付件数     

 令和７年度 令和６年度 

申請件数 ０ 件 ２ 件 

貸付件数 ０ 件 ２ 件 

 

特記事項 

・特例貸付の償還が開始となり、償還困難な借受人からの相談が多く、対応可能

な手続き（償還免除・猶予）を案内した。個々の状況に応じて、家計改善支援事

業やハローワーク、福祉事務所との連携など、今後の生活再建に向けて必要な

支援を行う必要がある。 
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事 業 名 福祉資金貸付事業 

受付場所 小城市社会福祉協議会各支所 

対 象 者 低所得世帯や障がい者世帯等 

担 当 者 生活自立支援センター相談員・各支所担当者 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁

護の推進 

実施内容 

１．目 的 

小城市社会福祉協議会が、低所得世帯、障害者世帯及び母子世帯に対して

資金の援助指導を行うことにより、経済的自立と生活意欲の助長を促進し安定

した生活を営むことを目的とする。 

 

２．内 容 

生活、葬祭、医療及び就学支度に必要な資金を限度額５０，０００円まで貸付

けることができる。ただし、借入申請者は小城市内に居住する連帯保証人を付

け、所定の借入申請書を担当地区の民生委員を通じて、小城市社会福祉協議

会に提出する。 

 

３．実 績 

 令和７年度 令和６年度 

相談件数 ９ 件 １１ 件 

貸付件数 ２ 件 ２ 件 

貸付金額 ８０，０００ 円 ７０，０００ 円 

償還金額 ９０，０００ 円 ５９，９６０ 円 

 

特記事項 

・相談者の状況をしっかり把握し、個々の状況に応じて、生活自立支援センターに

て支援を行い、家計改善支援事業の活用やハローワークと連携した就労支援な

どを行っている。 



 

 

 

 

 

小城市受託事業 
（Ｐ２９～Ｐ４４） 
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事 業 名 元気アップ複合プログラム事業 

場 所 芦刈保健福祉センター「ひまわり」 

参加人員 
延べ：稼働 １９９日  延べ：２，５６７人 （１日平均：１２．９人） 

（令和６年度 稼働：１９９日 延べ：２，１９９人    １日平均：１１．１人） 

担 当 者 地域生活支援課 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本方針：交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 

小城市が定めた特定高齢者等に対し、積極的に筋力向上や生きがい活動を

行い、生活機能の低下を防ぎ、要支援・要介護状態になることを予防する。 

また、定期的な交流の場を提供することにより、閉じこもりを防止し、高齢者

ができる限り自立した生活を営むことができるよう支援する。 

 

２．登録者 

地区名 男 性 女 性 令和７年度 

 

令和６年度 

芦刈町 ２人 ２４人 ２６人 ２３人 

牛津町 ５人 ４０人 ４５人 ５１人 

合 計 ７人 ６４人 ７１人 ７４人 

   

３．活動内容 

①体操、認知症予防、レクリエーション活動、手芸活動、園芸活動、調理実習。 

②芦刈町ひな祭り会・文化祭参加。 

③桜見物、買い物（春、秋）、梅林見物。 

④ボランティア団体・幼稚園・小学生 交流会。 

⑤消防訓練参加。 

特記事項 

・利用者の活動充実のため、外部交流やイベント等の機会を設けていく。 

・自立した在宅生活が継続できるよう、各関係機関と連携し、介護予防・認知症予

防・閉じこもり予防を促進していく。 

・小城市内の地域サロンや老人クラブ等に出向き、利用者増に向けた周知活動を

行っていく。 

・令和８年度から小城・三日月・牛津・芦刈が統合されるため、利用者の環境変化

への対応に努める。 
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事 業 名 オレンジサロン事業（認知症初期）「オレンジサロン たいよう」 

場 所 芦刈保健福祉センター「ひまわり」 

参加人員 
延べ：稼働 ２４日  延べ：１０５人 （１日平均：４．４人） 

（令和６年度 延べ：稼働 ２４日  延べ：１３３人   １日平均：５．５人） 

担 当 者 地域生活支援課 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本方針：交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 

認知症初期の人の交流・活動の場とし、正しい知識や適切な支援を提供する

ことで、住み慣れた地域で安心して尊厳のある生活を継続でき、また認知症初

期の人の家族の介護負担の軽減を図ることを目的とする。 

 

２．登録者 

地区名 男 性 女 性 令和７年度 令和６年度 

芦刈町 ０人 ３人 ３人 ３人 

牛津町 ２人 １人 ３人 ７人 

合 計 ２人 ４人 ６人 １０人 

 

３．活動内容 

①体操、レクリエーション活動、手芸活動、園芸活動。 

②芦刈町ひな祭り会・文化祭参加。 

③野外活動（年４回） 桜見物、買い物（春、秋）、梅林見物。  

特記事項 

・毎月２回、月曜日に開催していたが、令和８年度より元気アップ教室の市内統合

により、月曜日も元気アップ教室を開催するため、令和７年度で事業終了とな

る。 

・元気アップ教室利用者で認知症が気がかりな方については、市内の地域包括支

援センターの認知症地域支援推進員へつないでいく。 
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事 業 名 障がい者移送サービス事業 

移送範囲 
佐賀中部広域連合構成市町内で、運送の発地又は着地のいずれかが小城市内

であること。 

年 間 

利 用 者 
延べ６２８人（令和６年度８２４人） 

担 当 者 地域生活支援課 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：安心して暮らせる地域づくり 

基本施策：地域における見守り・支え合い体制と外出支援の推進 

実施内容 

１．目 的 

在宅の障がい者や高齢者に対し、車いすごと乗降できる移送車両を利用

し、利用者及び介護者の負担軽減を図るために実施。 

 

２．利用できる方 

小城市内に住所を有する方で、次の要件を満たす方。 

※障がい者の方（身体・療育・精神の各手帳所持が原則）や介護保険の要介

護認定を受けた方で、市の利用要件に該当され、かつ公共交通機関を利用

することが困難な方。 

※令和８年３月末で４４人登録（９人増 7 人減） 

 

３．利用料 

タクシー料金の概ね半額程度で、待機料金は１０分毎に１００円が必要。 

 

４．利用目的 

①病気治療（通院・リハビリ） 

②買い物③市役所等 

特記事項 

・令和６年９月より人工透析目的で通院の場合に限り、料金の４分の１を佐賀県の

補助金交付申請し、利用者の負担軽減に努めた。この補助金交付事業について

は R８年度も継続していく。 
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障がい者移送サービス事業実績

１．利用実績

２．月別利用実績

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

件数 55件 57件 43件 64件 54件 67件

料金 54,800円 69,705円 43,200円 67,425円 64,600円 77,170円

距離 306.2㎞ 403.1㎞ 236.0㎞ 364.7㎞ 357.0㎞ 416.4㎞

月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計

件数 41件 42件 52件 52件 46件 55件 628件

料金 47,390円 60,850円 58,870円 61,490円 54,940円 66,370円 726,810円

距離 266.1㎞ 341.6㎞ 329.9㎞ 316.4㎞ 302.2㎞ 364.9㎞ 4,004.5㎞

＜令和６年度計＞ 824件 572,810円 4,382.1㎞

３．事故件数事故件数 0件

４．苦情件数苦情件数 0件

５．利用目的別の件数※（）内は令和６年度実績

0件 (0件) 0件 (0件)

0件 (0件) 20件 (8件)

544件 (793件) 40件 (18件)

24件 (5件) 628件 824件

６．身体状況､態様別の件数※（）内は令和６年度実績

495件 (696件)

77件 (76件)

56件 (52件)

628件 824件

当初登録者数 年度中の増減 年度末登録者数 備考

４２人 ２人増（９人増７人減） ４４人 毎年更新の確認実施

要介護

療育・精神

計

病院・施設入退院

買い物等

件数

件数目的

状況・態様

身体障がい者

冠婚葬祭への参加

公共機関への移送

その他

計

目的 件数

研修会等への参加

レクリエーション
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事 業 名 ふれあいサロン事業 

場 所 小城市全域 

対 象 者 各地区の概ね６５歳以上の方 

担 当 者 ふれあいサロン係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：みんなで支える地域づくり 

基本施策：交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 

家に閉じこもりがちな高齢者等へ自らが生きがいを見つけ、地域とのつなが

りを保ち、自立した在宅生活を確保することを支援する。 

２．内 容 

各地区の公民館へ出向き、介護予防・認知症予防の体操やレクリエーション

の紹介、健康や福祉についての情報提供をする。 

３．実施状況 

【令和７年度】地区公民館開催 

実施地区 実施回数 参加者数 小城町 三日月町 牛津町 芦刈町 

２０地区 ２２３回 １,０６７人 

５地区 ６地区 ４地区 ５地区 

５７回 ６４回 ４６回 ５６回 

２３７人 ３０４人 ２８５人 ２４１人 

【令和６年度】地区公民館開催 

実施地区 実施回数 参加者数 小城町 三日月町 牛津町 芦刈町 

２０地区 ２０１回 ９８３人 

６地区 ５地区 ４地区 ５地区 

４２回 ５５回 ４７回 ５７回 

１４１人 ２５０人 ２７０人 ３２２人 

【令和７年度】保健福祉センター開催 

実施か所 実施回数 参加者数 
桜楽館 ゆめりあ アイル ひまわり 

月・水・金 開催なし 水曜日 開催なし 

２か所 １４６回 １,２０６人 
９９回  ４７回  

９０５人 ３０１人 

【令和６年度】保健福祉センター開催 

実施か所 実施回数 参加者数 
桜楽館 ゆめりあ アイル ひまわり 

月・水・金 開催なし 水曜日 開催なし 

２か所 １３６回 １,０３８人 
９６回  ４０回  

８８５人 １５３人 

 

特記事項 

・近隣のサロンでふれあいサロンのメリットを聞かれ、新しくふれあいサロンを開催

される地区があった。（自主サロンへ移行される地区もあり、総数は変わらない） 

・桜楽館サロン（金曜開催）が参加者都合により、休止となった。 

・参加される方が笑顔で活動されており、今後もサロンの良さ、効果を伝えていく。 
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事 業 名 小城市子育て相互支援事業 

担 当 者 地域福祉推進係  

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁護 

の推進 

実施内容 

１．目 的 

既存の保育サービスでは応じきれない保育ニーズに応え、安心して子育てで

きる環境づくりを目指す。病児・病後児の預かり、早朝・夜間等の預かりなど多

様なニーズへの対応を図ることを目的とする。 

２．事 業 

①育児の支援を受けたい人と支援できる人が会員となり、ファミリーサポート

センターを仲介として、託児・送迎・家事支援等を会員同士で支え合う援助

活動の調整。 

②会員に対して相互援助に必要な講習会の開催。 

③会員の交流を深め、情報交換のための交流会の開催。 

④子育て支援関連施設・事業と連絡調整。 

３．活動内容 

①保育施設の時間外や学校の放課後などの子どもの預かり。 

②冠婚葬祭や買い物等外出の際の子どもの預かり。 

③学校・保育施設などの送迎。 

④出産前後の家事支援。 

⑤軽度の病児・病後児の預かり。 

４．登録者数利用会員６５３人、協力会員４０人 

５．活動実績１，４１９件、時間５，１２０時間３０分 

（送迎託児１２件、送迎２８３件、託児１，１２４件、家事０件） 

※令和６年度１，３１４件、時間３，７８０時間５６分 

６．研修会 

・サポーター養成講座９月１８，３０，１０月３，６，７，８，９日，１１月１３日の1１講

座に２３人参加（新規修了者５人）。 

・協力会員研修２月２７日小城保健福祉センター「桜楽館」でゲートキーパー

講話と交流会１７人参加。 

７．利用料金 

平日の８時から１８時は原則１時間４００円（利用者負担） 

（※市から１時間あたり２００円の補助あり） 

特記事項 

・市外への新規の「送迎」の新規は対応できていないので送迎のみをする男性会

員を増やしたい。送迎の１キロあたり２５円は見直しが必要。 

・特別な支援の必要な子どもや親に対応できるスタッフおよびサポーターのスキル

向上をめざす。 

・両方会員を増やしたい。 

・待ちの支援からプッシュ型支援やアウトリーチ型支援も視野に入れていく。 
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事 業 名 小城市地域子育て支援拠点事業 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標みんなで支える地域づくり 

基本施策交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 
子育て中の親の孤独感や不安感を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援す

ることを目的とする。 
２．事 業 

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育ての相談、
情報の提供、助言を行う。 

３．活動内容 
・桜楽館（小城保健福祉センター） 
毎週月曜日・金曜日（１０：００～１２：００）・水曜日（１０：００～１５：００） 

・ひまわり（芦刈保健福祉センター） 
毎週火曜日（１０：００～１５：００）木曜日（１０：００～１２：００） 

４．活動実績 
・桜楽館２，９８７組（大人３，０４５人子ども３，６０２人） 
（令和６年度２，５４９組（大人２，６１６人子ども３，１０４人）） 

・ひまわり９２２組（大人９４６人子ども１，１８９人） 
（令和６年度７９０組（大人８０１人子ども１，０７９人） 

特記事項 

・核家族化が進行するなか、子育ての悩みを相談できる人がいなく、ひとりで抱え
込んでいる人が増えてきている。身近な相談相手になれるようにスタッフやボラ
ンティアのスキルアップを図る。 

・初めて参加した人がまた来たいという雰囲気づくりを大切にしたい。 
・０歳児の参加が増えている。子供の年齢に応じた催し物やおもちゃをスタッフや
ボランティアと話し合いながら提供したい。 
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事 業 名 小城保健福祉センター「桜楽館」の管理・経営 

場 所 小城市小城保健福祉センター「桜楽館」  小城市小城町畑田７５０番地 

総利用人員 ４１，３６１人 

担 当 者 地域福祉企画課・小城支所 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 

社会福祉事業その他社会福祉を目的とする事業の健全な発達及び社会福

祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図る。 

また、各福祉団体やボランティアグループ及び子育て支援事業の拠点として

利用されている「桜楽館」を社協が管理することによって、より以上に地域住民

や各種団体と連携・協働が可能になり、小城市地域福祉活動計画に基づく「だ

れもが心の豊かさと幸せを実感できる健康・福祉のまち 小城」を推進する。 

 

２．管理内容 

平日、日中の管理人１人と１７時から１９時及び土曜日・日曜日・祝日に対応

した日々雇用の職員４人を配置して管理している。その他に管理業務や運営業

務は、社協職員が兼務している。 

 

３．利用実績 

 利用者数 利用料金 

令和７年度 ４１，３６１人 １，１１１，６９０円 

令和６年度 ４０，９６７人 １，１２５，４４２円 

前年対比 ３９４人の増 １３，７５２円の減 
 

特記事項 

・令和７年度に桜楽館の空調設備を全面的に更新した。工事期間中は利用の制

限が生じたが、改修後は温度管理が安定し、利用環境が大きく改善され、 

あわせて、省エネ性能の向上により、運用コスト削減する見込みである。 
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事 業 名 芦刈保健福祉センター「ひまわり」の管理・経営 

場 所 小城市芦刈保健福祉センター「ひまわり」  小城市芦刈町三王崎１５２２番地 

総利用人員 ８，５２６人 

担 当 者 地域福祉企画課・芦刈支所 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：交流の場の普及 

実施内容 

１．目 的 

社会福祉事業その他社会福祉を目的とする事業の健全な発達及び社会福

祉に関する活動の活性化により、地域福祉の推進を図る。 

また、各福祉団体やボランティアグループ及び子育て支援事業の拠点として

利用されている「ひまわり」を社協が管理することによって、より以上に地域住

民や各種団体と連携・協働が可能になり、小城市地域福祉活動計画に基づく

「だれもが心の豊かさと幸せを実感できる健康・福祉のまち 小城」を推進する。 

 

２．管理内容 

平日の日中は、管理人を１名配置するとともに、その他の管理業務・運営業

務を職員が兼務して対応している。また、１７時から１９時及び土曜日・日曜日・

祝日については、施設の予約がある場合に限り開館し対応している。 

 

３．利用実績 

 利用者数 利用料金 

令和７年度 ８，５２６人 ４１，０６０円 

令和６年度 １１，１４２人 ６２，８００円 

前年対比 ２，６１６人の減 ２１，７４０円の減 
 

特記事項 

・令和８年７月に「集団指導室」及び「診察室」へ佐賀県農業公社や佐賀県農業会

議が事務所移転することに伴い、令和８年１月から当該室の改修工事が行われ

ている。令和７年１１月より当該室の利用を中止したことから、利用者数が減少し

ている。 
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事 業 名 小城・多久障害者相談支援事業 

設置場所 小城市保健福祉センター「桜楽館」内 

実施地域 小城市・多久市 

担 当 者 小城・多久障害者相談支援センター 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：安心して暮らせる地域づくり 

基本施策：相談支援と権利擁護の推進 

実施内容 

１．事 業 

①障害者相談支援センター事業。 

②障害者虐待防止センター事業。 

２．事業内容 

障がいのある方、家族等の地域における生活を支援するため、福祉サービ

スの利用援助、社会資源の活用、介護相談、権利擁護のために必要な援助、

専門機関等の情報提供等を行う。緊急に対応が必要となる場合における相談

支援、関係機関との連絡・調整を行うと共に、障がい者虐待に関する通報届出

の窓口や、指定特定相談支援・障害児相談支援として福祉サービスの利用計

画の作成等の支援を行 う。  

３．活動状況 

（１）総合相談 

・相談受付件数延べ３，７１７件（小城２，６１３件多久１，０６９件他３５件） 

【令和６年度３，８１８件（小城２，７６２件多久１，０１３件他４３件）】 

 

・対象障がい別の相談受付で、知的障がいの方の相談が一番多く計１，２８８

件、次に多いのが精神障がいの方の相談で計１，２２３件、身体障がいの方

で５１３件。 

・新規相談では、障害サービスでの就労や発達障害児に関する相談が多い

傾向にある。 
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実施内容 

・虐待相談対応件数８件（令和６年度６件）。 

・障害支援区分認定調査１０７件（小城６４件多久４３件 令和６年度９４件）。 

（２）地域生活支援拠点事業 

・地域生活支援拠点コーディネーター業務として常時の連絡体制の確保。 

・短期入所事前登録調査票の作成や保管（小城市１６件・多久市１件）。 

（３）指定特定相談支援・指定障害児相談支援 

・サービス等利用計画作成１９９件（小城１３３件多久６６件 令和６年度２00

件）。 

・モニタリング３６７件（小城２５３件多久１１４件 令和６年度３８２件）。 

（４）研修会等への参加・講師派遣など 

・佐賀県相談支援事業連絡協議会（年４回）。 

・佐賀県強度行動障害支援者養成研修（基礎研修・実践研修）。 

・医療的ケア児等コーデイネーター養成研修。 

・九州地区障がい者相談支援事業合同研修宮崎大会。 

・佐賀県障害者虐待防止・権利擁護研修。 

・相談支援従事者専門コース別意思決定支援研修。 

・佐賀県高次脳機能障害者養成研修（基礎編・実践編）。 

・アンガーマネージメント研修。 

・ＢＣＰ研修（災害）。 

・佐賀県自立支援協議会人材育成部会。 

・佐賀県相談支援従事者初任者研修。 

・佐賀県障害支援区分認定調査員研修。 

・厚生労働省認定調査員フォローアップ研修。 

・精神障害者支援の障害特性と支援技法を学ぶ研修会。 

・令和７年度佐賀県相談支援従事者初任者研修（演習ファシリテータ―）。 

・虐待防止出前講座。 
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事 業 名 生活困窮者自立相談支援事業（生活自立支援センター） 

設置場所 小城保健福祉センター「桜楽館」内 

担当地区 小城市内全域 

担 当 者 小城市生活自立支援センター 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁

護の推進 

実施内容 

経済的困窮や社会的孤立をしている者の相談に応じて必要な情報提供及び助

言を行うとともに、継続的な支援が必要な対象者に対しては自立支援計画を作成

し、生活困窮者の自立の促進を図るための支援を行う。（自立相談支援事業）。 

また、離職・廃業により減収し、住居を喪失した者（またはおそれのある者）に対

し、家賃相当分の給付金を支給することにより、住居および就労機会の確保を目

指す。さらに収入が著しく減少し、家計改善のため、転居により家賃負担額を軽減

する必要がある生活困窮者であって、支給要件を満たす方を対象に新たな住ま

いの確保に要する転居費用（上限あり）を支給。（住居確保給付金）。 

【新規相談件数】 

小城 三日月 牛津 芦刈 その他 合計 
 

令和６年度 

２４件 ２２件 ２４件 ８件 ２件 ８０件 ７９件 

【相談受付件数（延べ件数）】 

小城 三日月 牛津 芦刈 その他 合計 
 

令和６年度 

５４１件 ３４９件 ５２７件 １２４件 １９０件 １，７３１件 １，７５３件 

【住居確保給付金についての相談】 

相談延べ件数 ５２件 

申請件数 ４件 

給付決定 ４件 
 

特記事項 

・物価高騰の影響で家計が崩れ、生活に困って相談に繋がるケースが増えてい

る。 

・相談者が抱える問題は多面的で、複合化しており、解決には行政だけでなく、多

様な関係機関との連携強化が必要。居住の課題を抱える相談者も増えてきてい

るため居住支援法人などと連携しながら支援していくことが必要。また、困りごと

を抱えていてもSOSが出せない相談者も多いため、情報発信やアウトリーチを行

って相談機関とつながるように動いていく必要がある。 
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事 業 名 成年後見サポートセンター（成年後見制度利用促進に係る中核機関運営業務） 

担 当 者 地域福祉推進係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者等への相談支援連携と権利擁

護の推進 

実施内容 

１．目 的 

判断能力が不十分な方（認知症高齢者、知的・精神障がい者など）に対して

、成年後見制度の利用を促進し、権利擁護や適切な支援を行うことで、安心し

て暮らせる地域社会を実現することを目的として実施する。 

２．事業実績 

（１）成年後見制度に関する広報及び啓発 

・第１回多職種交流・研修会。 

・小城・多久障害者総合支援協議会当事者会。 

・三日月町老人クラブ令和８年２月定例会。 

（２）成年後見制度に関する相談対応 

・相談件数４９件（令和６年度１６件）。 

・年齢別６５歳以上（２９件）４０歳以上～６４歳（８件）その他（１２件）。 

・相談内容 

財産管理（不動産や預貯金などの管理等） （７件）。 

契約締結（介護・福祉サービス、施設入所等） （１件）。 

成年後見制度の概要と成年後見人等の業務 （３４件）。 

成年後見制度の申立手続き（３件）。 

その他（４件）。 

・相談者 

本人・親族（２２件）、介護保険事業所（６件）、障害福祉サービス事業所（４件）、地

域包括支援センター（４件）、生活困窮者自立支援センター（１件）、障害者相

談支援センター（３件）、行政（福祉事務所等）（４件）、医療機関（１件）、その他

（４件） 

（３）会議等の開催 

・協議会の開催（令和７年５月、令和８年３月） 

小城市成年後見人等報酬助成金交付要綱改正等について。 

小城市成年後見サポートセンター事業計画（案）について。 

・担当者会議３回（４月、９月、令和８年２月） 

特記事項 

・成年後見制度への理解、制度利用が必要な方の早期発見につなげるために、

相談支援、広報・啓発活動などを行っている。また、協議会を開催し、成年後見

制度の利用促進に向けサポートセンターの運営について協議を図った。 

・今後、成年後見制度に対するニーズは増していくと思われるため、関係機関と連

携し適切な支援ができるように努めていく。 
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事 業 名 生活支援体制整備事業（小城市生活支援住民参画・官民連携推進事業） 

場 所 小城市全域 

参 加 者 小城市内の高齢分野の社会福祉法人 

担 当 者 企画係 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：安心して暮らせる地域づくり 

基本施策：地域のおける見守り・支え合い体制と外出支援の推進 

実施内容 

１．目 的 

小城市内の社会福祉法人と協力して、住民の困りごとに寄り添い、地域の困

りごとの解決を図ることを目的とする。 

２．内 容 

令和７年度は小城市内の高齢分野の社会福祉法人代表者にお集まりいただ

き、移動に困る住民に対する移動支援について協議し、令和８年度からの活動

を目指す。 

３．利用対象者 

支えあいセンター登録者。 

４．活動内容 

病院受診のための送迎活動。 

５．参加団体 

社会福祉法人 清水福祉会  社会福祉法人 松尾山大成園 

社会福祉法人 千悠会     社会福祉法人 慈恵会 

社会福祉法人 六親福祉会  社会福祉法人 小城市社会福祉協議会 

 

【社会福祉法人 代表者意見交換会】 全３回（会場は牛津公民館別館） 

１回目 １１月 ５日（水） １０時３０分から１１時４５分 

２回目 １１月２５日（火） １０時３０分から１１時３０分 

３回目 １２月２３日（火） １０時から１１時 
 

全３回の意見交換会で、活動内容の検討、ルールの確認などを行う。 

事業開始後、半年ほどを目途に再度会議を開催し、活動後の振り返り、再検討

を行う予定。 

（決定事項） 

法人名 活動エリア 活動日時 行先 

清水福祉会 小城町 第３木曜 ９時～１１時３０分 
ひらまつ病院 

ひらまつクリニック 

松尾山大成園 小城町 第１水曜 ９時３０分～１２時 ひらまつ病院 

千悠会 三日月町 第２水曜 ９時～１２時 ひらまつ病院 

慈恵会 三日月町 第４火曜 ９時～１１時３０分 
ﾒﾃﾞｨｶﾙﾓｰﾙ小城 

江口病院 

六親福祉会 芦刈町 第３金曜 ９時～１２時 徳富医院 

社協 牛津町 第３月曜 ９時３０分～１２時 
しまうちクリニック 

鶴田整形外科 
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実施内容 

【生活支援ボランティア養成講座】 

生活支援ボランティアを行う上で必要な知識等の習得し、よりよい活動になるよ

うに必要な講座を実施する。 

講座内容 日時 場所 参加者 

生活支援における 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動と生きがい 

１０月２４日（金） 

１４時３０分～１６時 
牛津公民館別館 １０名 

話を聴くこと 
１０月２８日（火） 

１０時～１１時３０分 
牛津公民館別館 １２名 

交通安全教育車の体験 
１１月７日（金） 

１０時～１１時１５分 
牛津公民館 ７名 

高めよう見守り力 
１１月１４日（金） 

１０時～１１時３０分 
牛津公民館別館 ８名 

太良町でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を

学ぶ 

令和８年２月７日（土） 

９時～１４時 
太良町社協 １２名 

運転技術講習会 

５月２８日（水） 

１０月２２日（水） 

９時～１２時 

多久自動車学校 ６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特記事項 

・社会福祉法人 代表者意見交換会ではどの法人も地域貢献の必要性は感じて

おられ、協力的だったためスムーズな会議進行が出来た。活動を行う上での懸

念事項（保険の問題や予約管理の方法など）は社協が事務局を担うことで不安

は解消され、活動に前向きになられた。令和８年度も、意見交換を行いながら、

負担のない形での活動を継続していけるよう取り組んでいきたい。 

・生活支援ボランティア養成講座も例年通り行うことができた。令和７年度は利用

者に接するときに必要なことを学んだり、自身の運転を見直すきっかけとなるよ

うな内容で開催した。令和８年度もボランティアに必要な知識等の習得を目指し

て取り組んでいきたい。 



 

 

 

 

 

佐賀中部広域連合 

受託事業 
（Ｐ４５～Ｐ４７） 
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事 業 名 南部地域包括支援センター事業（おたっしゃ本舗小城南） 

設置場所 芦刈保健福祉センター「ひまわり」内 

担当地区 小城市南部地区 （ 牛津町 ・ 芦刈町 ） 

担 当 者 地域生活支援課 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：気軽に相談できる環境づくり 

基本施策：高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者への相談支援連携と権利擁護

の推進 

実施内容 

Ⅰ佐賀中部広域連合包括支援事業 

１．総合相談業務 

目 的 

地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活を継続し

ていけるように、どのような支援が必要かを把握し、地域における適切なサー

ビス、関係機関および制度の利用につなげる等の支援を行う。 

（１）相談支援業務 

相  談  内  容 令和７年度 令和６年度 

介護保険その他の保健福祉サービスに関すること ７０１件 ５２４件 

権利擁護に関すること（高齢者虐待等含む） ６５件 １８件 

合計 ７６６件 ５４２件 

・広報：地域包括支援センターの活動や連絡先について周知を図るため、小

城市報に月１回掲載。 

（２）高齢者見守りキーホルダー事業 

内 容 

小城南部地区在住（牛津町・芦刈町）の高齢者を対象にカナミックシステム

で個人情報を管理し、急変時や認知症による徘徊時に関係機関（市役所、警

察、消防、広域連合）と迅速な情報共有。 

・広報：高齢者見守りキーホルダー事業について団体などに対し出前講座等

を実施。 

令和７年度  登録者数 計  １８４人 内新規登録者  １５人 

（令和６年度  登録者数 計 ２１１人 内新規登録者 ３９人） 

２．権利擁護業務 

目 的 

権利侵害を受けている、または受ける可能性が高いと考えられる高齢者

が尊厳のある生活を行うことができるよう、権利侵害の予防や対応を専門的

に行う。 
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実施内容 

３．包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

目 的 

地域の高齢者が住み慣れた地域で暮らすことができるよう、個々の高齢者

の状況や変化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを介護支援専門員

が実践するための地域の基盤を整えるとともに、個々の介護支援専門員へ

のサポートを行う。 

（１）おたっしゃ本舗小城南地域ケア会議の開催 

目 的 

高齢者個人に対する支援の充実とそれを支える社会基盤の整備が同時に

図られるため、地域の特性を踏まえた地域包括ケアシステムの実現。 

《小城市南部サービスネットワーク部会：通称 ハピネット部会》 

・年２回開催 ハイブリット型研修   参加者延べ人数 ４６人。 

         会場型研修       参加者延べ人数 ２６人。 

《小城市自立支援型ケア会議》  

･年６回開催 参加者延べ人数 １５８人。 

《小城市南部地域ケア会議》 

・年３回開催 参加者延べ人数 ６２人。 

（２）小城市在宅医療・介護連携推進協議会との連携 

・小城市在宅医療・介護連携推進協議会、啓発・広報部会の委員として参

加。 

（３）民生委員・児童委員連絡協議会定例会への参加 

・牛津町定例会と芦刈町定例会へ毎月参加し、情報共有や相談支援を行う。 

４．介護予防ケアメネジメント業務 

目 的 

基本チェックリスト該当者（事業対象者）、要支援１，２に対して、介護予防

および日常生活支援を目的として、その心身の状況等に応じて、対象者自

らの選択に基づき、訪問型サービス、通所型サービス、その他の生活支援

サービス等を包括的・効率的にマネジメントを行う。 

５．生活支援コーディネーター業務 

目 的 

市町村が定める活動区域ごとに、関係者のネットワークや既存の取り組

み、組織等活用しながらコーディネート業務を実施することより、地域におけ

る生活支援・介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取り組みを推進。 

（１）協議体での活動 

・第１層協議体 令和７年度１回開催。 

・第２層協議体 牛津町年５回 芦刈町年４回開催。 

（２）地域づくりの啓発活動 

・地域づくりを考えるセミナー 年３回開催。 
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実施内容 

（３）地域資源の把握、ニーズ確認 

・定期的に地域サロンや高齢者の集いの場への定期的な参加。 

 

６．認知症地域支援業務 

目 的 

認知症の人とその家族の支援体制の構築および認知症ケアの向上を図る

取組みの推進。 

（１）医療、介護サービス、地域との有機的な連携の推進。 

（２）認知症ケアパス更新。 

（３）認知症本人、家族の居場所づくりの推進。 

（カフェ、サロンの啓発：随時 地域型認知症サロン １ヶ所開催）。 

（４）認知症の方やその家族の相談や支援。 

（５）認知症初期集中支援チーム検討会。 

 

７．チームオレンジコーディネーター業務 

目 的 

認知症当事者も地域を支える一員として活躍し、社会参加することを後押

しするとともに、認知症サポーターの更なる活躍の場を整備する。 

（１）仕組みづくりに関する検討会の開催  

・オレンジ座談会、情報交換会（年１３回開催）。 

（２）チームの立ち上げ支援基盤つくり 

・認知症サポーター養成講座、ステップアップ講座開催（年１回）。 

 

Ⅱ指定介護予防支援事業 

指定介護予防支援実績 

 令和７年度 令和６年度 

介護予防給付件数 （事業委託分を含む） ３,１５６件 ２,８７０件 

要介護認定調査委託 ０件 ７件 

住宅改修支援 ９件 ８件 
 



 

 

 



 

 

 

 

 

介護保険事業 
（Ｐ４８） 
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事 業 名 居宅介護支援事業 

場 所 芦刈保健福祉センター「ひまわり」内 

対 象 者 介護保険 要介護認定者 

実施地域 小城市内（原則） 

担 当 者 地域生活支援課 

地域福祉 

活動計画 

基本目標：安心して暮らせる地域づくり 

基本施策：在宅医療・介護の連携と生活支援の充実 

実施内容 

１．方 針 

①常に利用者の立場になり、利用者が住み慣れた環境の中で、自分らしく、尊

厳ある生活ができるように、自立への支援に努める。 

②利用者・家族の意向や心身の状態を考慮し、保険者・地域包括支援センタ

ー・医療機関・サービス事業所等とも連携を図り、支援する。 

２．内 容 

・相談援助、ケアプラン作成、サービス調整、更新認定調査等。 

３．利用者 

・利用者４８人（令和６年度 ８１人）。 

・契約者５４人（令和６年度 ８６人）。 

４．実 績 

①居宅介護支援  年間 延６０３人（令和６年度 延べ９８７人）。 

＜介護度別＞介護１ 延３２０人 介護２ 延１０６人 介護３ 延７２人。 

介護４ 延 ８０人 介護５ 延２５人。 

②介護認定調査  年間 ３件  （令和６年度 ２件）。 

５．介護支援の流れ 

①介護申請→認定調査→介護認定→居宅介護支援の契約。 

②利用者や家族に意向確認→ケアプラン作成→サービス調整→ 

サービス担当者会議→サービス利用開始→自宅に定期訪問→ 

モニタリング（評価）・来月の利用票配布（利用確認→介護請求。 

③住宅改修の支援、福祉用具の購入支援、更新認定調査、相談援助等 

６．介護支援専門員の研修に参加、自立支援型ケア会議への参加、小城市南部

サービスネットワーク部会への参加。 

特記事項 

・令和８年度より、職員体制常勤１名となる為、新規相談への対応も限られるが、

医療機関、サービス事業所、包括支援センターと連携しながら、利用者が住み慣

れた地域や自宅で安心して暮らし続けられるように支援に努める。 

・様々な事情を抱えている利用者に対して、冷静かつ適切な判断や行動がとれる

よう外部研修へ参加し、援助技術の向上を図ると共に、各種制度や地域のイン

フォーマルサービスの熟知に努める。 

・ICT導入。同市内の施設や事業所のケアプランデーター連携システムの導入が

進んでいない。業務の効率化を図るためには、給付管理を行っている事業所へ

の声掛けにより連携を広める必要がある。 



 

 

 

 


